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（
承
前
）四

　
異
国
情
報
の
発
信
と
海
防
の
議
論
（
一
） 

―
信
友
と
広
足
の
交
誼
―

前
号
に
お
い
て
は
、
広
足
が
長
崎
に
興
し
た
国
学
結
社
橿
園
社
中
の

門
人
組
織
を
検
証
し
、
続
い
て
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
・
唐
通
事
等
を
勤
め
た

門
人
か
ら
広
足
・
広
行
父
子
が
異
国
情
報
を
入
手
す
る
模
様
の
解
明
を

試
み
、
さ
ら
に
収
集
し
た
異
国
情
報
を
も
と
に
欧
米
諸
国
の
侵
攻
に
対

し
て
広
足
が
危
機
意
識
を
募
ら
せ
、
結
果
挙
国
一
致
の
手
段
と
し
て
の

神
国
思
想
を
抱
く
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
点
を
踏

ま
え
て
、
本
号
に
お
い
て
は
異
国
情
報
の
発
信
者
と
し
て
の
広
足
お
よ

び
橿
園
社
中
の
実
体
を
検
証
す
る
。
以
下
、
そ
の
事
実
を
物
語
る
彌
富

破
摩
雄
編
『
名
家
書
翰
集
抄
』（
歌
文
珍
書
保
存
會
、
大
正
七
年
）
所
載

の
広
足
宛
諸
家
書
簡
に
基
づ
き
、
交
流
の
模
様
が
顕
著
に
看
て
取
れ
る

伴
信
友
・
長
沢
伴
雄
・
橘
守
部
の
三
者
と
広
足
の
間
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
分
析
し
て
ゆ
く
。

ま
ず
始
め
に
信
友
に
関
し
て
。
天
保
の
四
大
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ

当
代
有
数
の
考
証
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
信
友
と
広
足
の
交
誼
は
、
文

政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
広
足
が
江
戸
の
信
友
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
。
以
後
互
い
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
両
者
の
交
友
の

有
り
様
を
物
語
る
も
の
が
中
島
惟
一
編
『
橿
園
文
集
』（
私
家
版
、
明
治

二
十
六
年
）
所
載
の
広
足
「
比
古
婆
衣
の
は
し
ぶ
み
」
で
あ
る
。

（
前
略
）
ま
こ
と
や
、
か
の
肥
後
国
よ
り
は
る
〴
〵
大
江
戸
に
来
り

て
わ
が
す
み
か
を
問
ひ
た
ま
ひ
し
は
、
今
は
三
十
と
せ
に
も
な
り

𠮷

良

史

明

幕
末
異
国
情
報
の
伝
播
と
長
崎
橿
園
社
中
（
下
）
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ぬ
べ
し
。
か
た
み
に
お
も
ふ
こ
と
ゞ
も
か
た
ら
ひ
そ
め
て
よ
り
、

い
と
も
〳
〵
し
た
し
く
こ
と
ゝ
ひ
か
は
し
ゝ
を
、
近
き
こ
ろ
は
京

に
の
ぼ
り
て
ゐ
て
、
も
ろ
こ
し
に
ち
か
き
長
崎
の
津
よ
り
ち
か
ど

な
り
の
如
く
ふ
み
か
よ
は
し
、
こ
と
と
ひ
聞
ゆ
る
こ
と
の
お
も
ひ

も
か
け
ぬ
よ
ろ
こ
び
の
か
ぎ
り
、
さ
ら
に
い
ひ
つ
く
し
が
た
く
な

む
お
ぼ
ゆ
る
を
、
猶
一
く
だ
り
も
の
し
た
ま
は
ゞ
、
う
れ
し
く
こ

そ
は
侍
ら
め
（
下
略
）

（
注
１
（

	

同
文
は
現
存
す
る
信
友
『
比
古
婆
衣
』（
巻
一
・
二
弘
化
四
、
巻
三
・

四
文
久
元
年
刊	

四
巻
四
冊
）
に
収
録
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
現

に
信
友
が
広
足
に
序
の
執
筆
を
懇
望
し
て
い
た
こ
と
は
、
大
鹿
久
義
編

『
稿
本
伴
信
友
書
翰
集
第
一
輯
』（
温
故
学
会
、
平
成
八
年
）
収
載
の
広

足
宛
信
友
書
状
に
明
ら
か
で
あ
る

（
注
２
（。
信
友
生
前
よ
り
序
を
依
頼
さ
れ
て

い
た
広
足
は
、
同
人
歿
後
に
信
友
子
息
の
信
近
が
『
比
古
婆
衣
』
を
上

梓
す
る
に
際
し
て
、
在
り
し
日
の
雅
交
の
有
り
様
を
示
す
た
め
に
自
身

宛
の
信
友
書
簡
を
和
文
消
息
の
文
体
に
改
め
て
、
右
の
ご
と
く
信
近
に

示
し
た
の
で
あ
る
。
互
い
に
胸
襟
を
開
い
て
学
問
談
義
に
花
を
咲
か
せ

た
初
対
面
以
来
、
両
者
は
折
に
触
れ
て
親
睦
を
深
め
、
殊
に
信
友
が
京

都
に
居
を
構
え
て
か
ら
は
主
に
書
信
を
通
じ
て
文
事
を
と
も
に
し
て
い

た
こ
と
が
看
て
取
れ
よ
う
。
広
足
に
対
し
て
信
友
が
信
を
置
い
て
い
た

こ
と
は
、
右
の
「
比
古
婆
衣
の
は
し
ぶ
み
」
か
ら
も
顕
著
に
う
か
が
い

知
れ
る
も
の
の
、
諸
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
い
た
信
友
が
西
国
の
一

歌
人
の
広
足
を
何
故
か
く
も
重
ん
じ
て
い
た
か
。
無
論
、
そ
れ
は
広
足

の
学
識
を
認
め
て
い
た
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
が
、
の
み
な
ら
ず
広
足
か
ら

の
対
外
情
勢
の
報
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
あ
ろ
う
。

一
、
来
船
之
イ
ギ
リ
ス
船
之
事
、
御
示
被
下
、
有
が
た
く
承
知
仕

候
。
御
門
人
の
訳
者
咄
を
も
猶
数
条
被
御
聞
置
候
由
、
御
上
京
の

上
な
ら
で
は
と
被
仰
下
候
、
春
な
ど
は
必
ず
心
が
ま
へ
に
て
、
事

も
な
し
。
深
く
奉
待
候
。
さ
ら
ず
は
、
長
く
と
も
よ
り
〳
〵
被
思

食
、
御
書
記
し
被
下
度
候
。
其
外
清
嘆
之
事
御
示
被
下
有
難
く
奉

存
候
。

	

『
名
家
書
翰
集
抄
』
所
載
の
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
付
広
足
宛
信
友

書
簡
の
一
条
。
同
年
長
崎
に
来
航
し
た
英
船
サ
マ
ラ
ン
号
の
あ
ら
ま
し

を
広
足
が
伝
え
た
こ
と
に
対
し
て
、
信
友
が
礼
を
述
べ
た
件
で
あ
る
。

時
に
広
足
五
十
四
歳
。
対
す
る
信
友
は
七
十
四
の
齢
を
重
ね
、
鈴
門
の

重
鎮
た
る
存
在
で
あ
っ
た
。
右
の
書
面
は
、
親
と
子
ほ
ど
歳
の
か
け
離

れ
た
広
足
に
対
し
て
信
友
が
慇
懃
に
異
国
情
報
の
教
示
を
請
う
て
い
た

様
子
を
物
語
る
。
前
号
に
論
じ
た
ご
と
く
、
橿
園
社
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
て
海
外
情
勢
の
把
捉
に
努
め
て
い
た
広
足
は
、
長
崎
の
地

に
お
い
て
自
身
が
見
聞
し
た
事
柄
、
門
人
の
通
詞
か
ら
直
接
に
入
手
し
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な
が
ら
も
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
注
３
（。

五
　
異
国
情
報
の
発
信
と
海
防
の
議
論
（
二
） 

―
伴
雄
と
橿
園
社
中
の
間
の
海
防
を
め
ぐ
る
議
論
―

次
に
紀
州
和
歌
山
藩
士
の
伴
雄
に
関
し
て
。
同
人
に
関
す
る
研
究
は
、

長
ら
く
著
述
・
旧
蔵
書
等
の
全
容
が
知
れ
ず
、
そ
の
文
事
を
俎
上
に
載

せ
た
論
攷
も
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
橋
昌

彦
・
亀
井
森
の
両
名
に
よ
り
台
湾
大
学
長
沢
文
庫
に
伝
存
す
る
伴
雄
関

連
資
料
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
、
近
時
そ
の
成
果
が
高
橋
昌
彦
『
國
立

臺
灣
大
學
圖
書
館
典
藏
「
長
澤
文
庫
」
解
題
目
錄
』（
國
立
臺
灣
大
學
圖

書
館
、
平
成
二
十
五
年
）
に
結
実
し
、
同
文
庫
資
料
を
活
用
し
た
複
数

の
論
攷
も
亀
井
に
よ
り
順
次
発
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
同
調
査

に
参
加
し
、
広
足
関
係
資
料
の
把
捉
に
努
め
て
き
た
。
以
下
、
現
在
ま

で
に
把
握
し
得
た
長
沢
文
庫
資
料
な
ら
び
に
『
名
家
書
翰
集
抄
』
所
載

の
広
足
宛
伴
雄
書
簡
を
も
と
に
広
足
と
伴
雄
の
交
誼
の
模
様
を
検
証
し

て
ゆ
く
。

さ
て
、
貴
地
此
頃
は
和
蘭
軍
船
に
て
物
さ
わ
が
し
く
候
よ
し
、
御

紙
面
の
趣
承
知
、
先
頃
よ
り
も
お
ひ
〳
〵
承
込
候
事
も
有
之
候
処
、

と
の
方
物
も
呈
書
も
上
陸
相
す
み
、
九
月
七
日
江
戸
著
、
左
候
は
ゞ

た
機
密
事
項
を
信
友
に
向
け
て
発
信
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

文
末
の
「
清
嘆
之
事
」
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
清
国
の
内
乱
を
指
し

て
い
る
と
思
し
い
。
門
人
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
・
唐
通
事
を
介
し
て
オ
ラ

ン
ダ
風
説
書
な
ら
び
に
唐
国
風
説
書
を
得
て
い
た
広
足
は
、
風
説
書
か

ら
知
り
得
た
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
清
国
の
有
り
様
を
信
友
に
逐
一
報
知
し

て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
書
簡
集
に
は
広
足
が
オ
ラ
ン
ダ

風
説
書
を
信
友
に
贈
呈
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
書
簡
が
他
に
も
収
載
さ

れ
て
お
り
、
異
国
情
報
の
発
信
者
た
る
広
足
の
姿
を
鮮
明
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
て
い
る
。

な
お
、
長
崎
の
広
足
と
京
都
の
信
友
が
か
く
書
信
を
通
じ
て
親
交
を

深
め
る
に
際
し
て
、
両
者
の
間
を
周
旋
し
て
い
た
人
物
が
京
都
糸
割
符

宿
老
の
巨
智
部
忠
陽
で
あ
る
。
忠
陽
『
要
録
』（
天
保
十
五
年
―
慶
応

二
年	

二
十
二
巻
二
十
二
冊
）
弘
化
二
年
五
月
十
七
日
の
条
に
は
「
広
足

君
よ
り
伴
州
五
郎
殿
行
長
紙
包
壱
つ
」
と
あ
り
、
公
務
の
た
め
に
長
崎

を
訪
れ
て
い
た
忠
陽
は
、
州
五
郎
つ
ま
り
信
友
宛
の
書
状
を
広
足
か
ら

言
付
け
ら
れ
、
京
都
の
信
友
の
も
と
に
届
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い

知
れ
る
。
広
足
が
信
友
の
み
な
ら
ず
三
都
の
諸
名
家
と
手
紙
を
通
し
て

広
く
交
流
を
深
め
て
い
た
こ
と
は
、
彌
富
破
摩
雄
『
中
島
廣
足
』（
厚
生

閣
、
昭
和
十
九
年
）
に
「
彼
れ
（
吉
良
註
―
広
足
）
は
書
を
以
て
、

江
戸
上
方
の
諸
名
家
と
相
交
つ
て
ゐ
た
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
の
背
後
に
は
忠
陽
を
始
め
と
す
る
五
箇
所
商
人
の
存
在
が
朧
気
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案
じ
候
計
の
大
事
に
も
及
申
間
敷
か
と
被
察
候
。
此
頃
は
肥
前
筑

前
侯
の
堅
め
も
弛
み
候
歟
の
赴
相
聞
申
候
は
ま
こ
と
に
候
哉
。
如

命
形
勢
筆
紙
に
相
尽
し
被
成
が
た
き
御
事
と
は
被
察
候
得
ど
も
、

別
呈
書
の
趣
意
等
、
尤
秘
密
な
る
べ
け
れ
ど
、
巷
説
だ
に
御
ほ
の

め
か
し
可
被
下
候
。
献
物
の
中
、
国
王
の
像
画
有
之
事
な
ど
奇
な

る
事
に
候
。
夫
に
付
て
も
風
説
被
考
合
候
事
も
候
半
歟
。
異
変
中

の
奇
話
、
何
く
れ
と
重
便
御
き
か
せ
奉
希
候
。

	

『
名
家
書
翰
集
抄
』
所
収
の
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
付
広
足
宛
伴

雄
書
簡
の
一
節
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
貴
地
此
頃
は
和
蘭
軍
船
に
て
物
さ

わ
が
し
く
候
よ
し
」
の
記
述
が
示
す
ご
と
く
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
親
書

を
携
え
た
軍
艦
パ
レ
ン
バ
ン
号
が
長
崎
に
入
港
し
た
事
件
に
触
れ
て
い

る
。
右
の
「
案
じ
候
計
の
大
事
」
等
の
文
言
か
ら
は
、
尋
常
な
ら
ぬ
危

機
意
識
を
募
ら
せ
て
い
た
伴
雄
の
様
子
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
お
そ
ら

く
伴
雄
は
呈
上
さ
れ
た
親
書
が
日
本
に
対
し
て
の
開
国
勧
告
書
で
あ
る

こ
と
を
既
に
漠
然
と
で
あ
る
が
察
知
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、

事
件
の
さ
ら
な
る
詳
報
を
求
め
て
、
長
崎
に
お
け
る
巷
の
風
聞
な
ら
び

に
広
足
が
推
し
量
る
と
こ
ろ
の
真
相
の
教
示
を
請
う
て
い
た
と
判
断
さ

れ
る
。
御
三
家
の
一
つ
紀
州
藩
の
中
枢
に
い
た
伴
雄
が
広
足
に
情
報
の

提
示
を
か
く
請
う
て
い
た
こ
と
は
、
広
足
が
並
々
な
ら
ぬ
情
報
入
手
経

路
を
有
し
海
外
事
情
に
精
通
し
て
い
た
事
実
を
如
実
に
物
語
ろ
う
。

そ
し
て
、
現
に
広
足
の
も
と
よ
り
異
国
情
報
が
発
信
さ
れ
、
同
情
報

に
基
づ
き
伴
雄
が
海
外
情
勢
の
把
捉
に
努
め
て
い
た
こ
と
は
、
複
数
の

長
沢
文
庫
資
料
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
伴
雄
『
異
国
船
渡
来

記
聞
』（
嘉
永
七
年
以
降
成
立	

上
下
二
巻
一
冊
）
で
あ
る
。

右
中
島
広
足
よ
り
写
し
越
候
事
按
る
に
、
此
口
状
を
信
ず
れ
ば
、

魯
西
亜
、
皇
国
へ
向
て
甚
敷
信
義
と
云
べ
け

しれど
も
、
退
て
倩
つ
ら
つ
ら

考

る
に
、
表
裏
の
野
心
疑
こ
と
多
し
。
さ
る
は
、
皇
国
へ
何
の
御
恩

あ
り
て
、
如
件
信
義
を
尽
し
申
べ
き
に
や
。
是
一
つ
也
。
西
洋
諸

州
皇
国
を
窺
窬
す
る
こ
と
を
注
進
申
し
、
且
件
に
付
て
は
外
夷
の

舶
の
皇
国
に
近
寄
と
き
手
荒
御
取
扱
あ
り
て
は
、
皇
国
の
破
口
と

な
る
べ
し
な
ど
云
へ
る
も
、
表
は
信
切
を
告
る
に
似
て
、
裏
に
は

皇
国
の
英
断
を
押
ゆ
る
の
謀
な
る
べ
し
。
又
、
右
の
二
ヶ
条
を
注

進
す
る
為
に
遙
々
の
大
津
を
渡
り
て
使
節
を
差
越
す
こ
と
、
好
も

な
き
皇
国
へ
対
し
余
り
信
切
に
過
た
り
と
云
べ
し
。
是
は
今
度
渡

来
の
共
和
政
治
州
に
つ
き
て
、
皇
国
の
動
静
を
窺
ひ
が
て
ら
指
越

た
る
物
な
る
を
、
件
の
二
、
三
ヶ
条
を
以
て
使
節
の
名
と
し
た
る

こ
と
、
必
せ
り
。
又
々
然
ら
ば
、
合
衆
国
の
浦
賀
に
渡
来
せ
し
も
、

実
は
み
な
魯
西
亜
の
計
策
に
出
る
者
に
て
、
彼
に
は
理
な
き
御
無

心
を
願
は
せ
、
自お

の
れ己
は
信
義
を
奉
じ
侠
客
顔
し
て
此
使
節
を
起
せ

た
る
な
る
べ
し

（
注
４
（。
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右
は
、
下
巻
収
載
の
「
此
節
俄
羅
斯
使
節
長
崎
御
奉
行
所
へ
指
上
候

書
翰
之
趣
」
の
末
に
付
さ
れ
た
伴
雄
の
記
述
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
七
月
、
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
長
崎
に
来
航
し
、
同

奉
行
所
に
お
い
て
ロ
シ
ア
皇
帝
の
親
書
の
受
け
渡
し
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
関
し
て
論
じ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
外
交
上
の
真
意
が
奈
辺
に
存
す
る

か
、
広
足
恵
贈
の
親
書
の
和
解
を
も
と
に
思
慮
を
廻
ら
す
伴
雄
の
姿
を

彷
彿
と
さ
せ
よ
う
。
前
号
に
お
い
て
論
じ
た
広
足
と
同
じ
く
、
幕
末
の

外
圧
の
高
ま
り
を
受
け
て
危
機
意
識
を
募
ら
せ
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、

伴
雄
が
対
外
情
勢
の
分
析
を
進
め
る
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
疑
い
得
な
い
。

ま
た
、
同
じ
く
同
書
下
巻
所
収
の
「
カ
ビ
タ
ン
差
出
封
書
和
解
」
の

一
条
は
、
広
足
が
門
人
に
描
か
せ
た
ロ
シ
ア
船
図
〔
図
Ⅰ
参
照
〕
を
附

載
し
て
い
る
。
同
図
は
左
下
に
「
此
魯
西
亜
船
図
は
、
長
崎
人
中
島
広

足
が
画
せ
て
お
か
せ
た
る
を
借
り
て
写
さ
せ
た
る
を
、
今
度
の
因
に
こ
ゝ

に
綴
そ
へ
て
考
証
の
一
助
と
す　

伴
雄
」
の
朱
書
が
あ
り
、
広
足
恵
与

の
図
に
基
づ
き
伴
雄
が
西
洋
軍
艦
の
構
造
把
握
に
励
ん
で
い
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

さ
ら
に
、
門
人
か
ら
得
た
異
国
船
出
帆
の
詳
細
を
広
足
が
伴
雄
に
報

じ
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
く
同
書
下
巻
所
載
の
広
足
宛
高
石
甫
長
書
簡

の
抄
出
記
事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

図Ⅰ　台湾大学長沢文庫所蔵『異国船渡来記聞』附載ロシア船図
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一　

長
崎

	
	
	

新
喜
申
納
候
云
々
。
私
儀
も
去
十
一
月
廿
五
日
よ
り
沖
出
役

被
仰
付
、
舟
中
無
異
相
勤
罷
在
候
。
中
略

一	
	

蒸
気
船
一
昨
日
出
帆
仕
候
。
何
卒
不
残
一
時
も
早
く
出
帆
為

致
度
物
に
御
座
候
。
又
々
今
日
も
上
陸
仕
候
。
始
之
内
は
珍

敷
存
居
候
処
、
最
早
頃
日
之
処
に
而
者
、
一
時
も
早
く
出
帆

之
緒
相
祈
候
事
に
御
座
候
。
し
か
し
、
蒸
気
船
と
て
其
心
仕

候
。
一
昨
日
四
つ
比
出
帆
、
同
日
七
つ
比
に
者
帆
影
見
隠
し

申
候
。
先
右
之
段
奉
申
上
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甫
長

正
月
十
一
日

　
　

中
島
先
生

	

同
書
簡
は
、
前
述
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
率
い
る
ロ
シ
ア
艦
隊
が
嘉
永
六

年
十
二
月
八
日
に
再
度
長
崎
に
来
航
し
、
翌
七
年
（
一
八
五
四
）
一
月

八
日
に
出
航
す
る
ま
で
の
模
様
を
記
し
て
い
る
。
書
簡
の
差
出
人
で
あ

る
甫
長
は
、
出
島
町
乙
名
高
石
甫
平
の
子
息
で
あ
り
、
自
身
も
出
島
乙

名
を
勤
め
た
人
物
。
無
論
、
広
足
門
人
で
あ
る
こ
と
は
、
末
尾
の
「
中

島
先
生
」
の
文
言
、
ま
た
広
足
が
編
ん
だ
『
瓊
浦
集
』
に
父
子
と
も
に

詠
歌
が
入
集
し
て
い
る
点
か
ら
も
確
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
甫
長

か
ら
ロ
シ
ア
軍
艦
出
航
の
報
が
広
足
の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
そ
し
て
広

足
か
ら
伴
雄
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
が
右
で
あ
る
。
同
箇
所
の
上
欄
に
は

「
広
足
云
。
出
帆
よ
り
帆
影
見
か
く
し
ま
で
の
海
上
、
凡
五
十
里
也
」
と

伴
雄
筆
の
朱
の
書
入
れ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
伴
雄
は
橿
園
社
中
か
ら
得

た
情
報
を
も
と
に
ロ
シ
ア
軍
艦
の
船
速
を
計
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
よ
う
。
事
実
、
そ
の
こ
と
を
示
す
資
料
が
次
の
広
行
〔
挫
夷
本
論
評
〕

（
嘉
永
七
年
正
月
奥
書	

写
本
一
冊
）
で
あ
る
。

是
は
余
り
に
□
□
（
虫
損
）
多
か
る
べ
し
。
去
丑
年
の
秋
魯
西
亜

国
の
火
輪
船
初
度
の
出
帆
の
時
、
火
輪
を
仕
掛
け
未
の
上
刻
よ
り

長
崎
の
津
を
出
た
る
に
、
未
の
下
刻
に
か
け
て
漸
々
帆
影
見
か
く

し
ぬ
と
遠
見
番
役
よ
り
註
進
せ
り
。
此
遠
見
番
の
用
ふ
る
遠
鏡
は
、

五
、
六
十
里
の
程
見
ゆ
め
り
。
さ
れ
ば
、
三
時
ば
か
り
の
程
に
わ

づ
か
五
、
六
十
里
を
過
た
り

（
注
５
（。

	

現
在
長
沢
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
同
書
は
、
購
入
登
録
簿
書
名
に
「
挫

夷
本
論
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
攘
夷
実
行
の
方
策
に
関
し
て

伴
雄
が
記
し
た
『
挫
夷
本
論
』
な
る
著
述
を
広
足
養
子
の
広
行
が
抄
出

し
評
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
正
し
く
は
「
挫
夷
本
論
評
」
と
題
す
べ

き
書
で
あ
る
。
右
は
、
伴
雄
の
「
火
輪
船
の
速
な
る
こ
と
、
一
刻
五
、

六
十
里
を
走
る
と
い
へ
ば
、
八
丈
島
の
遙
な
る
よ
り
造い

た

る
に
て
も
一
時

を
過
ず
し
て
達
す
べ
し
」
の
説
に
対
し
て
記
さ
れ
た
広
行
評
で
あ
り
、
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叙
上
の
甫
長
書
簡
と
同
じ
く
嘉
永
六
年
来
航
の
ロ
シ
ア
軍
艦
の
速
度
に

関
し
て
論
じ
て
い
る
。
当
時
の
世
上
の
風
評
に
基
づ
く
言
説
と
推
測
さ

れ
る
が
、
伴
雄
は
八
丈
島
の
遙
か
彼
方
か
ら
も
蒸
気
船
が
わ
ず
か
「
一

時
」
の
間
に
日
本
沿
岸
ま
で
到
達
す
る
と
断
じ
た
も
の
の
、
そ
れ
に
対

し
て
広
行
は
遠
見
番
か
ら
の
ロ
シ
ア
船
出
帆
の
注
進
情
報
を
も
と
に
是

正
を
試
み
て
い
る
。
先
掲
の
甫
長
書
簡
を
収
載
し
た
『
異
国
船
渡
来
記

聞
』
の
成
立
が
嘉
永
七
年
七
月
頃
、
対
す
る
『
挫
夷
本
論
評
』
が
同
年

正
月
の
奥
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
甫
長
書
簡
は
広
行
評
の
証

左
と
し
て
後
に
広
足
か
ら
伴
雄
の
も
と
に
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
西
洋
軍
艦
に
対
す
る
知
識
不
足
を
実
感
し
た
伴
雄
は
、
当

時
最
新
の
洋
艦
の
実
体
を
把
握
し
攻
略
の
術
を
見
出
す
た
め
に
、
広
足
・

広
行
父
子
と
さ
ら
な
る
議
論
を
重
ね
て
ゆ
く
。　

此
一
事
（
吉
良
註
―
西
洋
船
奪
取
の
方
法
）
は
実
に
日
本
の
猛

勇
を
示
す
べ
しき

大
事
な
れ
ば
、
篤
と
研
究
せ
せ0 ま

ほ
し
き
こ
と
に
て
、

伴
雄
此
こ
と
を
心
を
砕
き
居
れ
ど
、
未
案
心
の
場
に
至
ら
ず
。
然

る
は
、
西
洋
艦
を
見
し
こ
と
な
く
、
た
ゞ
画
形
に
て
想
像
す
る
ま

で
の
こ
と
な
れ
ば
也
。
林
子
平
が
論
尤
ケ
に
聞
ゆ
れ
ど
、
当そ

の

時か
み

か

の
主
が
見
ら
れ
た
る
夷
艦
は
、
今
時
の
フ
レ
ガ
ツ
ト
蒸
気
船
な
ど

の
如
き
堅
艦
に
は
あ
ら
ず
。
尤
紅
毛
船
と
唐
船
の
別
な
る
説
を
も

立
た
れ
ど
、
林
子
平
を
今
あ
ら
し
め
ば
、
論
説
大
に
か
は
る
べ
し
。

加
藤
嘉
明
が
朝
鮮
戦
の
時
、
船
よ
り
船
へ
飛
移
り
し
は
、
唐
船
な

れ
ば
大
に
こ
と
也
。
此
の
こ
と
実
に
心
に
か
ゝ
れ
ど
、
夷
艦
の
真

物
を
未
見
れ
ば
論
も
考
も
立
が
た
き
を
、
今
吾
兄
如
件
評
し
玉
ふ

は
、
定
て
慥
な
る
御
手
ご
た
へ
有
り
て
の
こ
と
な
る
べ
し
。
此
処

委
し
く
御
示
し
あ
り
て
、
某
に
案
心
さ
せ
玉
へ

（
注
６
（。

	

右
は
伴
雄
問
・
広
行
答
『
西
洋
船
説
』（
嘉
永
七
年
七
月
奥
書	

写
本

一
冊
）
の
「
伴
雄
よ
り
問
お
こ
せ
た
る
こ
と
ど
も
」
の
件
で
あ
る
。
西

洋
艦
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
の
な
い
伴
雄
が
長
崎
の
広
行
に
対
し

て
洋
艦
の
全
容
の
教
示
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
看
て
取
れ
よ
う
。
無
論
、

広
行
が
そ
れ
に
応
じ
て
西
洋
艦
の
種
別
・
形
状
・
鹵
獲
の
策
を
示
し
て

い
た
こ
と
は
、
同
書
の
「
伴
雄
に
こ
た
へ
た
る
こ
と
ゞ
も
」
に
明
ら
か

で
あ
る
。
長
崎
に
お
い
て
実
地
に
見
聞
し
た
洋
艦
に
関
す
る
知
識
を
も

と
に
海
防
の
策
を
め
ぐ
ら
す
広
行
の
姿
を
偲
ば
せ
る
。

ま
た
、
広
行
の
み
な
ら
ず
広
足
参
与
の
跡
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
が

前
掲
『
異
国
船
渡
来
記
聞
』
附
載
の
ロ
シ
ア
船
図
で
あ
ろ
う
。
断
定
は

差
し
控
え
る
が
、
同
図
も
ま
た
叙
上
の
伴
雄
質
疑
を
受
け
て
、
当
時
最

新
の
軍
艦
の
様
相
を
伝
え
る
た
め
に
広
足
か
ら
伴
雄
に
贈
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
図
の
恵
贈
の
み
な
ら
ず
、
海
防
な
ら
び
に
外

交
の
あ
り
方
に
関
し
て
広
足
が
伴
雄
に
助
言
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
、

無
数
の
広
足
書
入
れ
が
施
さ
れ
た
長
沢
文
庫
所
蔵
『
挫
夷
本
論
』（
嘉
永
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六
年
六
月
奥
書	

写
本
一
冊
）
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
。
同
書
に
記
さ

れ
た
広
足
の
海
防
論
は
、
改
稿
後
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
挫
夷

本
論
』（
安
政
元
年
序	

写
本
一
冊
）
に
そ
の
大
半
が
採
ら
れ
て
お
り
、

広
足
の
伴
雄
に
対
す
る
影
響
力
の
ほ
ど
を
物
語
る
。
以
上
の
『
挫
夷
本

論
』
を
め
ぐ
る
一
連
の
問
答
か
ら
、
伴
雄
は
攘
夷
の
策
を
練
る
に
際
し

て
広
足
な
ら
び
に
広
行
の
両
人
を
頼
み
と
し
、
様
々
な
示
教
を
請
う
て

い
た
と
い
え
よ
う
。　

六
　
異
国
情
報
の
発
信
と
海
防
の
議
論
（
三
） 

―
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
を
め
ぐ
る
情
報
の
伝
達
―

終
わ
り
に
守
部
に
関
し
て
。
上
述
の
信
友
・
伴
雄
と
同
じ
く
、
橿
園

社
中
か
ら
の
報
を
も
と
に
文
事
を
営
ん
で
い
た
人
物
が
江
戸
の
守
部
で

あ
る
。
す
で
に
拙
稿
「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
と
幕
末
の
国
学
」

（
注
７
（

に
お
い
て
、

広
足
は
守
部
等
の
国
学
思
想
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
、
神
国
史
観
に

基
づ
き
つ
つ
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
発
覚
の
あ
ら
ま
し
を
『
樺
島
浪
風
記
』

（
天
保
十
一
年
以
降
刊	

二
巻
一
冊
）
に
記
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。

以
下
、
同
稿
と
若
干
重
複
す
る
が
、
同
事
件
に
関
す
る
情
報
が
江
戸
の

守
部
の
も
と
に
い
か
に
し
て
届
け
ら
れ
た
か
、
情
報
伝
達
経
路
の
特
定

に
主
眼
を
置
き
、
考
察
を
加
え
て
ゆ
く
。

猶0 今

此0 行

後0 末

に
も
、
異
賊
の
襲
ひ
来
な
ん
に
は
忽
ち
神
の
御
魂
起
り
た

ち
て
罰
し
給
は
ん
事
、
何
か
は
昔
に
異
な
ら
ん
。
近
き
文
政
年
間

に
も
、
長
崎ノ津
に
参
来
る
阿
蘭
船0 陀
ノ

船
に
志シ

比ヒ

夫ブ

流ル

登ト

と
云
し
凶
賊

あ
り
き
。
其
凶
賊
は
北
狄
が
間
者
に
し
て
、
お
ふ
け
な
き
心
を
抱

き
て
、
彼ノ津
の
愚
人
を
欺
き
て
公
の
制
禁
の
兵
器
を
か
す
め
去
ん

と
し
け
る
に
、
俄
に
神
風
吹
い
で
ゝ
其
船
を
引
か
へ
し
給
ひ
し
事

あ
り
き

（
注
８
（。

	

右
は
、
守
部
『
歴
朝
神
異
例
』（
天
保
十
四
年
序	

写
本
七
巻
七
冊
）

の
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
発
覚
に
ま
つ
わ
る
記
述
で
あ
る
。
守
部
は
、
シ
ー

ボ
ル
ト
が
実
の
と
こ
ろ
北
狄
つ
ま
り
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
禁
制
品
を
積
載
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
船
が
神
風
に
よ
り
吹
き
戻
さ

れ
た
こ
と
、
以
上
の
二
点
を
同
事
件
の
真
相
と
し
て
記
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
守
部
の
解
釈
は
、
現
在
史
実
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と

大
き
く
異
な
る
。

ま
ず
一
点
目
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
出
自
に
関
し
て
。
す
で
に
広
く
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク

の
生
ま
れ
で
あ
り
、
同
地
に
お
い
て
青
年
期
ま
で
を
過
ご
し
た
。
そ
の

後
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
陸
軍
病
院
の
外
科
少
佐
、
さ
ら
に
は
出
島

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
な
り
、
長
崎
来
訪
を
果
た
し
て
い
る
。
シ
ー
ボ

ル
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
人
を
装
い
来
日
し
て
い
た
こ
と
は
、
事
件
当
初
よ
り
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疑
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
肥
前
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
も
ま
た
、
随
筆
『
甲

子
夜
話
』（
文
政
四
―
天
保
十
二
年	

正
編
百
巻
・
続
編
百
巻
・
三
編

七
十
八
巻
）
続
編
巻
二
十
一
に
お
い
て
、
蘭
癖
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る

黒
田
斉
清
の
話
を
も
と
に
同
人
が
ロ
シ
ア
人
に
違
い
な
い
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
折
し
も
ロ
シ
ア
の
侵
攻
が
世
間
の
耳
目

を
賑
わ
わ
せ
て
い
た
こ
と
の
影
響
も
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
ロ
シ
ア
が

結
び
付
け
ら
れ
、
事
実
が
曲
解
さ
れ
る
に
及
ん
だ
と
推
察
さ
れ
る
が
、

斉
清
か
ら
の
報
を
得
て
い
た
静
山
は
さ
て
お
き
、
守
部
は
い
か
な
る
人

物
か
ら
の
情
報
に
基
づ
き
、
シ
ー
ボ
ル
ト
を
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
と
断
定

し
た
か
、
非
常
に
興
味
深
い
。

次
に
二
点
目
に
関
し
て
。
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
発
覚
の
発
端
は
、
先
述

の
『
樺
島
浪
風
記
』
序
跋
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
、
座
礁
し
た
船
中
か

ら
地
図
等
の
禁
制
品
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
積
荷
発
覚
説
に

あ
る
と
近
年
ま
で
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
時
執
筆
の
梶
輝

行
「
蘭
船
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ハ
ウ
ト
マ
ン
号
と
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
」

（
注
９
（

は
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
メ
イ
ラ
ン
の
日
記
を
精
緻
に
読
み
解
き
、
座
礁
時
の

船
中
は
銅
五
百
ピ
コ
ル
の
み
が
積
ま
れ
て
い
る
状
態
に
あ
り
日
本
地
図

等
の
禁
制
品
は
積
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
間
宮
林
蔵
に
よ
る
密

告
が
事
件
を
白
日
の
下
に
晒
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
掲
の
拙

稿
に
お
い
て
も
、
梶
論
文
を
参
照
し
つ
つ
『
樺
島
浪
風
記
』
の
序
跋
に

綴
ら
れ
た
内
容
が
史
実
と
異
な
る
こ
と
、
一
方
幕
末
の
国
学
者
の
間
に

お
い
て
は
事
件
の
真
相
を
描
い
た
書
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

論
じ
、
守
部
も
同
書
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な

わ
ち
、
さ
き
の
ロ
シ
ア
人
ス
パ
イ
説
な
ら
び
に
事
件
に
関
す
る
守
部
の

見
解
も
ま
た
、
同
じ
く
『
樺
島
浪
風
記
』
に
依
拠
す
る
も
の
と
一
見
し

て
判
断
さ
れ
る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
を
ロ
シ
ア
と
関
連
づ
け
た
記
述
は
同

書
に
見
出
し
得
な
い
。
守
部
は
広
足
の
み
な
ら
ず
他
の
人
物
か
ら
も
シ
ー

ボ
ル
ト
事
件
の
詳
報
を
得
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
い
ず
れ
の
筋
か
ら
叙

上
の
情
報
を
得
て
い
た
か
、
な
お
疑
問
が
残
る
。

そ
の
答
え
は
、
次
の
守
部
『
蒙
古
諸
軍
記
弁
疑
』（
天
保
十
年
奥
書	

写
本
五
巻
五
冊
）
に
隠
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
凡
な
ら
ぬ
さ
ま
な
り
つ
れ
ば
こ
そ
、
ふ
く
と
其
ま
ゝ
、
心

な
き
海
人
の
子
ど
も
、
い
や
し
き
船
人
、
お
し
な
べ
て
神
風
と
い

ひ
そ
め
し
か
。
う
べ
も
其
船
に
は
御
国
の
地
図
五
、
六
枚
、
そ
の

中
に
度
数
を
も
り
た
る
も
あ
り
き
と
な
ん
。
又
、
太
刀
・
長
刀
・

鎗
の
た
ぐ
ひ
七
柄
、
そ
の
外
に
も
公
の
い
さ
め
の
品
色
々
あ
り
と

申
す
云
々
。
此
舟
に
は
い
ぎ
り
す
人
、
と
し
比
阿
蘭
陀
人
に
な
り

て
御
国
に
参
り
な
れ
侍
る
が
、
そ
の
者
お
ろ
し
や
の
王
に
深
く
あ

つ
ら
へ
ら
れ
て
、
お
ふ
け
な
く
皇
国
を
侵
し
奉
ら
ん
と
て
、
か
く

は
か
り
つ
る
な
り
け
れ
ば
、
神
の
い
か
ら
せ
給
ひ
し
も
う
べ
に
さ

り
け
る
云

（々
（注

（
注

。
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右
は
、
守
部
が
「
筑
紫
の
あ
る
人
の
い
ひ
お
く
り
た
る
書
」
を
引
用

し
た
一
節
で
あ
る
。
前
述
の
『
歴
朝
神
異
例
』
の
守
部
説
と
合
致
し
て
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
ロ
シ
ア
皇
帝
の
密
命
を
帯
び
て
い
る
こ
と
、
ま
た
禁
制

品
積
載
の
蘭
船
が
神
風
に
よ
り
吹
き
戻
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、

守
部
が
「
筑
紫
の
あ
る
人
」
の
説
を
踏
ま
え
て
『
歴
朝
神
異
例
』
の
上

述
の
件
を
執
筆
し
た
こ
と
は
、
疑
い
得
な
い
。
そ
の
「
筑
紫
の
あ
る
人
」

は
、
同
じ
く
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
言
及
し
た
『
歴
朝
神
異
例
』
の
件
に

「
か
の
国
人
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
事
件
が
起
き
た
長
崎
在
住
の
人
物
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
神
国
史
観
を
展
開
し
た
右
の
叙

述
内
容
、
さ
ら
に
「
皇
国
」
等
の
言
葉
遣
い
に
鑑
み
て
も
、
国
学
者
で

あ
る
こ
と
は
確
た
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
広
足
『
樺

島
浪
風
記
』
に
描
写
さ
れ
た
「
光
物
」
な
る
特
異
な
怪
奇
現
象
が
同
記

事
に
お
い
て
も
同
じ
く
「
光
り
物
」
の
語
を
用
い
て
描
か
れ
て
お
り（

（（

（
注

、

当
時
い
ま
だ
上
木
さ
れ
て
い
な
い
『
樺
島
浪
風
記
』
を
読
み
得
る
、
な

い
し
は
同
書
の
成
立
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と

が
条
件
と
な
る
。
つ
ま
り
、
広
足
と
非
常
に
親
し
い
間
柄
に
あ
る
長
崎

の
国
学
者
に
限
定
さ
れ
、
自
ず
と
橿
園
社
中
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
結

論
づ
け
ら
れ
よ
う（

（注

（
注

。
ゆ
え
に
、
右
の
「
筑
紫
の
あ
る
人
の
い
ひ
お
く
り

た
る
書
」
も
ま
た
、
橿
園
社
中
か
ら
守
部
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
と
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
橿
園
社
中
か
ら
伝
え
ら
れ
た
史
実
と
異
な
る
情
報
が
守
部
に
事

実
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
翻
せ
ば
異
国
情
報
の
発
信
者
と

し
て
橿
園
社
中
が
当
代
の
国
学
者
に
与
え
た
影
響
力
の
ほ
ど
を
垣
間
見

せ
て
い
る
と
い
え
ま
い
か
。

七
　
異
国
情
報
と
類
題
和
歌
集
―
結
語
に
代
え
て
―

以
上
、
広
足
が
長
崎
の
地
に
橿
園
社
中
を
興
し
た
経
緯
、
社
中
の
構

成
と
機
密
情
報
と
も
思
し
き
異
国
情
報
の
入
手
経
路
、
そ
し
て
察
知
し

た
海
外
情
勢
を
も
と
に
広
足
が
抱
い
た
思
想
、
さ
ら
に
広
足
を
始
め
と

す
る
橿
園
社
中
が
異
国
情
報
の
発
信
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
を
解
き
明
か
し
、
海
防
の
議
論
を
す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
情
報

を
橿
園
社
中
が
絶
え
ず
他
国
の
国
学
者
に
報
じ
て
い
た
こ
と
を
幕
末
国

学
史
の
新
た
な
一
面
と
し
て
提
示
し
た
。

終
わ
り
に
、
幕
末
の
類
題
集
に
入
集
し
た
長
崎
歌
人
の
詠
歌
と
異
国

情
報
と
の
関
連
を
考
察
し
て
、
結
語
に
代
え
た
い
。

	
	
	

嘉
永
六
年
十
二
月
五
日
卯
の
時
ば
か
り
に
異
国
の
船
の
帆
か

げ
見
ゆ
と
い
ふ
つ
げ
有
け
れ
ば
、
い
づ
く
の
船
と
い
ふ
こ
と

を
見
さ
だ
め
ん
の
使
に
て
、
海
原
遠
く
船
こ
ぎ
出
し
け
る
時

雲
の
上
に
見
ゆ
る
ほ
か
げ
を
心
あ
て
に
い
そ
ぐ
舟
路
の
た
け
く
も

有
か
な	

高
石
甫
長（
（注

（
注
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伴
雄
編
『
類
題
鴨
河
五
郎
集
』（
嘉
永
七
年
刊	

二
巻
二
冊
）
雑
部
に

入
集
の
甫
長
歌
で
あ
る
。
詞
書
の
「
嘉
永
六
年
十
二
月
五
日
」
の
日
付

か
ら
、
同
年
同
日
に
突
如
と
し
て
長
崎
に
再
来
し
た
ロ
シ
ア
艦
隊
の
入

港
の
模
様
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
先
述
の
『
異
国
船

渡
来
記
聞
』
所
載
の
広
足
宛
甫
長
書
簡
の
内
容
を
詞
書
と
歌
に
ま
と
め

た
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ロ
シ
ア
軍
艦
を
め
ぐ
る
一
連
の
問

答
が
橿
園
社
中
と
伴
雄
の
間
に
お
い
て
行
わ
れ
、
甫
長
書
簡
が
伴
雄
の

も
と
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
右
の
甫
長
歌
は
類
題
集
に

収
録
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る（

（注

（
注

。
同
歌
を
始
め
と

し
て
、
同
じ
く
異
国
情
報
を
詠
じ
た
橿
園
社
中
の
和
歌
は
、
枚
挙
に
暇

が
な
い
。
冒
頭
に
論
じ
た
ご
と
く
、
広
足
が
異
国
の
文
物
を
歌
文
の
題

材
と
し
た
こ
と
の
み
が
従
来
の
論
攷
に
お
い
て
は
殊
更
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
足
を
始
め
と
す
る
橿
園
社
中
の
歌
人
の
多

く
は
、
海
外
情
勢
に
精
通
す
る
過
程
に
お
い
て
外
圧
の
高
ま
り
を
実
感

し
、
そ
の
結
果
危
機
意
識
を
抱
き
、
そ
れ
を
歌
文
に
表
出
し
て
い
た
こ

と
、
本
稿
に
論
じ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
各
歌
人
が
い
か
な
る

情
報
を
も
と
に
い
か
な
る
思
想
を
抱
き
、
そ
れ
を
歌
文
に
表
現
し
た
か
、

さ
ら
な
る
検
討
が
な
さ
れ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
の
一

階
梯
と
し
て
橿
園
社
中
と
異
国
情
報
の
関
連
を
検
証
し
た
。
情
報
と
思

想
、
そ
し
て
文
芸
を
関
連
さ
せ
た
国
学
研
究
の
必
要
性
を
提
言
し
て
、

筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

注

注
１	

序
末
の
年
時
は
「
嘉
永
三
年
正
月
望
日
」
と
あ
り
、
巻
一
・
二
刊
行
後
の

執
筆
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
巻
三
・
四
に
附
載
さ
れ
る
こ

と
を
企
図
し
て
著
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
以
下
の
引
用
文
に
関
し

て
は
、
私
に
句
読
点
・
濁
点
を
施
し
、
片
仮
名
は
平
仮
名
、
漢
字
は
適
宜

通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

注
２	

『
稿
本
伴
信
友
書
翰
集
第
一
輯
』
百
二
十
八
・
百
二
十
九
頁
所
載
の
広
足

宛
信
友
書
簡
に

	
	
	

う
と
き
も
の
ゝ
何
故
に
ひ
こ
ば
え
と
名
付
候
と
や
、
歌
な
ど
よ
み
て
物

す
べ
く
候
へ
ど
も
、
む
つ
か
し
く
て
た
ゞ
蘖
に
而
さ
し
置
候
。
分
て
願

ひ
は
不
仕
候
へ
ど
も
、
お
し
て
端
に
御
詞
可
被
添
、
被
思
召
候
事
の
ふ

と
御
う
か
び
候
は
ゞ
、
い
た
ゞ
き
置
申
度
お
も
は
ず
し
も
あ
ら
ず
候
。

	

と
あ
り
、
現
に
信
友
が
広
足
に
『
比
古
婆
衣
』
序
の
執
筆
を
頼
ん
で
い
た

こ
と
が
知
れ
る
。

注
３	

前
号
に
お
い
て
論
じ
た
ご
と
く
、
長
崎
を
訪
れ
た
糸
割
符
商
人
の
数
多
く

が
広
足
門
人
に
名
を
列
ね
て
い
る
。

注
４	

以
下
、
同
書
の
引
用
は
長
沢
文
庫
蔵
本
に
拠
る
。
整
理
番
号
〈05515

〉。

注
５	

引
用
は
長
沢
文
庫
蔵
本
に
拠
る
。
整
理
番
号
〈05679

〉。

注
６	

引
用
は
諏
訪
神
社
蔵
本
に
拠
る
。

注
７	

若
木
太
一
編
『
長
崎
・
東
西
文
化
交
渉
史
の
舞ス
テ
ー
ジ台
―
ポ
ル
ト
ガ
ル
時
代

オ
ラ
ン
ダ
時
代
―
』（
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
五
年
九
月
）
所
収
。

注
８	

引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
に
拠
る
。
整
理
番
号
〈
81
／
11
〉。

注
９	
「
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
鳴
滝
紀
要
」
第
六
号
、
平
成
八
年
三
月
。

注
10	
引
用
は
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。
整
理
番
号
〈
萩
野
文

庫
／
モ
／
1
〉。

注
11	

『
樺
島
浪
風
記
』
に
お
い
て
、
広
足
は
船
が
沈
没
す
る
間
際
に
「
光
物
」
な

る
怪
奇
現
象
が
起
き
た
こ
と
を
次
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。
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此
船
よ
り
三
丁
ば
か
り
上
つ
か
た
に
つ
な
ぎ
た
る
大
船
の
あ
な
た
よ
り
、

火
も
え
出
ぬ
と
見
え
て
、
風
に
つ
き
て
飛
く
る
ほ
の
ほ
、
空
に
み
ち
て
、

わ
が
船
に
も
ほ
と
〳
〵
お
ち
か
ゝ
り
ぬ
べ
し
。
人
々
さ
わ
ぎ
た
ち
て
、

よ
く
見
れ
ば
、
も
ゆ
る
火
に
は
あ
ら
で
、
な
ぎ
さ
の
か
た
よ
り
飛
く
る

光
物
な
り
け
り
。
か
な
ま
り
の
お
ほ
き
さ
な
る
も
あ
り
て
、
空
た
か
く

く
る
め
き
あ
が
る
さ
ま
、
お
そ
ろ
し
と
い
は
む
も
よ
の
つ
ね
な
り
。

	

ま
た
、
一
方
の
「
筑
紫
の
あ
る
人
の
い
ひ
お
く
り
た
る
書
」
に
お
い
て
も
、

	
	
	

紅
毛
の
舟
は
る
か
に
沖
に
こ
ぎ
出
た
る
に
、
大
風
起
り
て
吹
も
ど
さ
れ

侍
り
ぬ
。
そ
の
夜
海
上
に
光
り
物
三
十
も
五
十
も
七
十
も
飛
め
ぐ
り
て

云
々
。
風
も
此
光
り
物
の
吹
か
す
る
い
き
ほ
ひ
あ
り
て
、
紅
毛
の
舟
を

長
崎
ま
で
導
き
か
へ
せ
り
云
々
。

	

と
、
同
じ
く
「
光
り
物
」
の
語
を
以
て
怪
異
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

注
12	

前
掲
「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
と
幕
末
の
国
学
」
に
お
い
て
は
、
同
年
頃
守
部

と
交
流
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
の
描
写
を
広
足
と
と
も

に
試
み
て
い
た
こ
と
、
以
上
の
二
点
を
勘
案
し
て
、
長
崎
に
お
け
る
広
足

の
無
二
の
友
で
あ
り
守
部
と
広
足
の
間
の
周
旋
に
努
め
て
い
た
諏
訪
神
社

大
宮
司
青
木
永な
が

章ふ
み

と
推
断
し
た
。

注
13	

引
用
は
福
岡
国
際
大
学
・
福
岡
女
子
短
期
大
学
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。

注
14	

亀
井
森
「
近
世
後
期
類
題
和
歌
集
編
纂
の
一
齣
」（「
近
世
文
藝
」
第
九
十

号
、
平
成
二
十
一
年
七
月
）
は
、
長
沢
文
庫
所
蔵
の
稿
本
を
も
と
に
『
類

題
鴨
河
集
』
編
纂
の
過
程
を
詳
細
に
検
証
し
、
類
題
集
へ
の
入
集
を
果
た

す
た
め
に
は
編
者
と
の
人
脈
、
金
銭
の
授
受
等
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
甫
長
歌
も
そ
の

一
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

【
附
記
】
資
料
の
閲
覧
に
際
し
ま
し
て
、
御
理
解
を
賜
り
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
に

記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
三
・
二
十
四
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号2	3

・5299

）
な

ら
び
に
平
成
二
十
五
・
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
活
動
ス

タ
ー
ト
支
援
（
課
題
番
号25884090

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
き
ら　

ふ
み
あ
き
・
福
岡
国
際
大
学
）


